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全校一丸の応援で 完全燃焼 ～ 北信陸上・長水中学校体育大会編 ～

全校が熱い応援を送り、運動部活動の選手が躍動する６月。２日には【壮行会】が行われ、出場する

選手を激励しました。各部ユニフォームを身に付け、吹奏楽部の心躍り気持ちが高まる演奏と、美術部

が描いた迫力ある見事なステージバックを背にしながら緊張した表情の選手が入場してくると、館内か

らは大きな拍手が鳴り響きます。応援では、在校生が「応援歌第一」「拍手Ｎο１」を心のこもった大

きな声と拍手で歌い上げ、選手の心に届けることができました。

校長先生からは、「西部中の代表として【①本気・集中・必死 ②弱気にならない ③あきらめない】

を胸に最後の１分１秒まで力を出し尽くしてきてください。」と言葉をいただきました。

選手の皆さんは、大会当日、西部中学校の代表として、他校の生徒と“競い合い、戦い、高め合う”

すばらしい姿を、３年生を中心に数多く示してくれました。そして、今まで支えてくださった方々に感

謝しながら、培ってきた力を精一杯発揮することができました。

以下は、北信陸上・長水中学校体育大会の結果になりますが、大きな拍手を贈りたいと思います。

北信陸上・長水中学校体育大会 結果
【男子バスケットボール】 【男子ソフトテニス】＊北信大会出場（団体）

〇 西部５６ － ４１信濃 ＜個人戦＞ 予選敗退

● 西部３７ － ７８川中島 ＜団体戦＞ 〇 西部２ － １犀陵

● 西部５５ － ８０若穂 B ﾘｰｸﾞ 2 位 〇 西部２ － １柳町

【女子バスケットボール】 ● 西部１ － ２信濃

〇 西部４１ － ３６東部 ● 西部０ － ３裾花

● 西部３１ － ６２豊野 【女子ソフトテニス】＊北信大会出場（個人・団体）

● 西部４６ － ４７更北 ＜個人戦＞ ３ペアが北信大会へ

【剣道】 ＜団体戦＞ 〇 西部３ － ０三陽

３年生女子（２回戦） C ﾘｰｸﾞ 2 位 〇 西部３ － ０裾花

〇 西部１ － ０川中島 〇 西部２ － １東部

● 西部１ － ２附属長野 〇 西部２ － １川中島

【柔道】＊北信大会出場（個人） ● 西部１ － ２飯綱

２年生男子

● 西部０ － １広徳 北信陸上大会
体重別階級５位 自己ベストの記録を出すも

予選敗退

今週末は、いよいよ北信大会です。西部中の代表として、力一杯頑張ってください！ ＜裏面へ＞



３学年通信『福寿草』第５号より 一部抜粋

「勝負は最後まで分からない」「もう限界、と思った時からが本番」と言われますが、その言葉を

実現したチームがあります。２０１４年の第９６回全国高校野球選手権石川大会、星陵 対 小松

大谷の決勝戦で、９回表まで ０－８ で負けていた星陵が９回裏に８点差をひっくり返し、まさ

かの大逆転勝利を成し遂げました。

２０１４年７月２７日、全国高校野球選手権大会の石川大会決勝「星陵高校 VS 小松大谷高
校」で起きた奇跡について、星陵高校野球部監督の林和成氏が振り返る。

実はあの試合、早い回から諦めの気持ちが強かったんです。序盤の失点は監督の私のサイン

が原因でもあり、試合中なのに後悔の念ばかり。小松大谷のエース・山下くんのできもよく、

打つ手がなかった。０－６の局面では円陣を組んで「５回までに２点返すぞ」とカツを入れた

ものの、逆に４回と５回に１点ずつ失って８点差。「今年は甲子園に縁がなかったな」と思っ

ていましたね。

雰囲気が変わったのは、９回表に再登板させたエース・岩下が３者連続三振に切ってから。

負けても悔いが残らないようにとチームの中心である岩下に任せた結果、その裏の攻撃につな

がった。

９回裏はまずレギュラーを外れていた主将が代打で四球、続けて代打に送った３年生がタイ

ムリー三塁打。“苦労人”の２人で１点を取り、空気がまた少し変わる。

タイムリーが続き、５番の佐竹は三振振り逃げ。この試合、小松大谷の唯一の守りのミスで

した。さらにタイムリー、そして２ランホームランが出て６－８です。球場のボルテージが一

気に上がったのがわかりましたね。

ひっくり返せる――そんなムードの中、８番が「待て」のサインを無視してファーストフラ

イです。正直怒鳴ってやろうと思いましたよ。でも、ベンチで選手達は笑顔で迎え入れている。

それを見た瞬間、最後まで彼らに任せようと決めた。その後の１死一、三塁の場面も、スクイ

ズのサインを出すのをやめました。結果、連打でひっくり返してしまった。

「こいつら凄いな」と思ったのは、２アウトになってからも、自分たちを信じて初球から打

っていったことです。私は逆転を信じながら、同点になった時点で延長に備えて部長と守備の

相談をしていた。だから実は、サヨナラの一打を見ていない（苦笑）。

培ってきた技術と精神力が、あの１イニングに凝縮されていた。あの試合は奇跡ではなく、

選手たちの実力だったと思っています。

【エキサイトニュースより】


